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東日本大震災復興キャンペーン
仙台七夕まつり「想いをひとつに」プロジェクト

河北新報社 営業本部

広告主───アサヒビール、味の素、アスクル、イオンリテールほか
42社・団体

掲載状況──2011年7月7日から8月28日まで、全60段×2、全30
段×2を掲載。すべてカラー

広告活動──他地方紙への掲載、ウェブサイト、交通広告、行政団体
主催イベントでのPR

企画────河北新報社営業本部営業部
制作────創童舎

◉

◉

◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
東日本大震災に見舞われた 2011 年、「復興と鎮魂」をテーマに開催される
ことになった仙台七夕まつりに合わせ、読者から折り鶴と短冊を募集。紙
面に折り紙と短冊を刷りこみ、読者に参加を呼び掛けた。寄せられた約79
万羽の折り鶴、約 6 万枚の短冊をもとに制作したモニュメントは、人々の
思いの結晶として仙台七夕まつり期間中に展示された。復興への願い、鎮
魂の祈り、励まし、支援への感謝を目に見える形で表現した企画は、地域
との絆をつなぐ地元紙の取り組みとして高く評価された。地方紙 7 社との
連携で全国に支援の輪を広げるなど、新聞広告の底力も再認識させた。

◉

北海道新聞2011年7月4日付

2011年8月6日付

2011年7月7日付

2011年7月7日付

2011年8月28日付
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東北未来絵本キャンペーン
山形新聞社 広告局

広告主───NTTドコモ、渋谷建設、シベール、日本赤十字社山形県
支部、山形銀行、山形トヨタ、山形パナソニックなど 27
社・団体

掲載状況──2012年3月11日から4月29日まで、全15段×6、全5
段×4、半 5段×1を掲載。カラーとモノクロ。シリーズ
継続中

広告活動──ウェブサイト、ポスター、イベント（ワークショップ）と
連動

企画・制作 ─山形新聞社広告局
企画協力──宮本武典（東北芸術工科大学准教授）

◉

◉

◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
東日本大震災から 1 年の節目に、東北の未来を生きる子どもたちのため
に、3・11 を語り継ぐ絵本を読者とつくるというキャンペーン。震災を経
験した人々から「言葉」を集め、その言葉をもとに子どもたちが絵を描き、
1 冊の絵本に紡いでいくという発想がユニークで、老若男女が参加できる
新聞社らしい企画となった。地元出身の絵本作家の協力を得て子どもを
対象としたワークショップを開催し、絵本の原画となる作品が完成した。
子どもへの参加を呼びかけている点も注目された。多くの企業が賛同し、
地域への反響を呼んだ。

◉

2012年3月11日付

2012年3月18日付 2012年3月26日付

2012年4月22日付 2012年4月29日付
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いのちを話そう。
新潟日報社 営業統括本部

広告主───アークベルグループ、あいおいニッセイ同和損保など
70社・団体

掲載状況──2011年4月23日から9月25日まで、全15段×7、全5
段×5を掲載。カラーとモノクロ

広告活動──紙面登場者を講師に県内小中学校 3校で課外授業を実
施、ウェブサイト、ミュージカルの実施、新潟NPO協会
に協賛金の一部を寄附

企画・制作 ─新潟日報社広告事業本部

◉

◉

◉

◉

企画の概要と選定理由
自殺率が高い新潟県の新聞社として「生きる」「絆」に焦点をあてた広告キ
ャンペーンを展開し、命の大切さについて考えてもらうことにより自殺防
止を訴求した。詩人、写真家、シンガーソングライターらの「いのち」に関
するエッセーと、それに対する読者からの意見や感想を掲載、読者とのつ
ながりを深めた。広告だけにとどまらず、「いのちの授業」を実施するな
ど、社会に寄り添い共に歩む新聞社ならではの企画力で社会貢献につな
げた。

◉

2011年4月24日付

2011年5月22日付 2011年6月26日付

2011年7月24日付 2011年8月28日付
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第60回全日本広告連盟福岡大会開催記念 広告特集
Dream More! PROJECT「宇宙兄弟×西日本新聞」

西日本新聞社 広告局

広告主───旭化成、キッコーマン、キリンビール、サッポロビール、
サントリービジネスエキスパート、日本航空、リクルー
トマーケティングパートナーズ ゼクシィなど17社

掲載状況──2012年5月16日付朝刊、別刷り24ページを発行。カラー
とモノクロ

広告活動──福岡市内4大学にて大学生に配布
企画────西日本新聞社広告局、電通
制作────電通、J.C.SPARK
扱い────電通、電通九州

◉

◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
九州の若者の夢を応援するプロジェクト「Dream More! PROJECT」第 1
弾として発行された、アニメ「宇宙兄弟」とコラボレーションした別刷り
広告。協賛社とタイアップした紙面には、「企業イメージ」×「夢」をモチ
ーフに、ビジュアルを広告主企業から若者に向けられたメッセージコピー
とアニメのシーンのみで構成し、新聞広告の新たな可能性を広げた。「宇
宙兄弟」のコンテンツ力を活用した企画は、ツイッターやフェイスブック
などでの反響も大きく、九州の若者にとどまらず、「宇宙兄弟」ファンを中
心に全国に話題が拡散し、若者に響く新聞広告を実現した。

◉
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3.11東日本大震災3県4紙合同プロジェクト
岩手日報社 広告局／河北新報社 営業本部／福島民報社 広告局／福島民友新聞社 広告局

掲載状況──2012年3月11日付、別刷り8ページパノラマを発行。カラー
広告活動──全国43の地方紙の協力による街頭や行政機関、公共施設、小・

中学校などでの配布
企画・扱い ─電通
制作────ワークアップたき

◉
◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
東日本大震災から1年になる3月11日に被災県の4紙が合同で、被災地の
現状を伝える別刷り特集を発行した。全国 43 の地方紙も協力し、街頭や
公共施設、小中学校などで配布した。特集はブランケット判 8 ページパノ
ラマ紙面で、発行部数は約200万部。外側4面は、岩手、宮城、福島3県の

◉ 復興に向けた動きや、被災地からのメッセージを掲載。内側4面は、4紙の
11 年 3 月 12 日付朝刊の 1 面を収録し、震災発生当時の状況をあらためて
伝えた。新聞の報道媒体としての力強さ、広告媒体としてのコミュニケー
ション力の強さを凝縮させた企画。震災の風化に警鐘を鳴らすとともに、
被災3県が力を合わせて復興に向かうとの強い意志を伝えた。


